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予備自衛官等の皆様ならびに
予備自衛官等雇用企業の皆様へ
自衛隊熊本地方協力本部長

１等陸佐 笹 島 昭 佳

予備自衛官・即応予備自衛官の皆様には、本来の仕事等お忙しい中、招集訓練に
参加いただき誠にありがとうございます。また、雇用企業の皆様には、平素より
予備自衛官等制度にご理解とご協力を賜っておりますことにお礼申し上げます。
昨今の厳しい安全保障環境の中、予備自衛官等の役割は重要性を増しています。

これを踏まえ、予備自衛官等の皆様には、引き続き招集訓練を通じて職能向上に
努めていただくとともに、その意義や重症性を周りの方々にお伝えいただければ
と思います。
雇用企業の皆様には、引き続き変わらぬご理解と更なるご協力をよろしくお願

い申し上げます。

「守る未来 ７０年のその先へ」（予備自衛官創設７０周年キャッチフレーズ）



令和５年５月２６日～３０日までの５日間、朝霞駐屯地において令和５年度中央訓練が実施
されました。全国から５８名（女性１４名）の予備自衛官が朝霞駐屯地に集結し、熊本地本か
らは大川予備３等陸尉・田上予備２等陸曹が参加しました。
（以下参加された大川予備３等陸尉の所感文）

【訓 練】

〖１日目：招集受付・健康診断・着隊式・精神教育〗
担任中隊による精神教育は、国の内外情勢及び最新の
自衛隊の状況等が説明され、民間でも応用できる任務
分析の教育内容でした。

〖２日目：富士総合火力演習研修〗
最新の装備が次々と登場し、自衛隊の島嶼防衛におけ
る機動力と射撃制度の高さを感じることができました。

〖３日目：総合訓練（駐屯地警備行動）〗
陸上幕僚長の視察もあり、緊張している隊員もいまし
たが、清々と行動し素晴らしい訓練ができました。

〖４日目：市ヶ谷研修〗
初めて新制服を着用しての研修でした。予備自衛官制度
の説明および陸上幕僚長訓示、永年勤続表彰、写真撮影
と皆緊張しながらも貴重な経験をさせていただきました。

〖５日目：離隊式等〗
参加した予備自衛官及び訓練担当部隊の先任等と意見
交換を実施して、各方面隊の予備自衛官の訓練状況を
確認しました。



令和５年度は、防衛大臣表彰６名・陸上幕僚長表彰３名・西部方面総監表彰９名・西部方面総監顕彰
９６名・熊本地方協力本部長表彰６６名の方々が受賞されました。
受賞された皆様、おめでとうございます。
（編集の関係上、第４次までの表彰式を掲載させていただいております。）

【人 事】

第４次招集訓練表彰式
（5.11.11）

陸上幕僚長表彰
（勤続２０年以上）

西部方面総監表彰
（勤続１０年以上）

第１次招集訓練表彰式
（5.8.26）

西部方面総監顕彰（上限任期満了）

熊本地方協力本部長表彰（勤続５年以上）

第１次招集訓練表彰
(5.8.26)

第２次招集訓練表彰式
(5.9.9)

第３次招集訓練表彰式
（5.9.23）

第４次招集訓練表彰式
（5.11.11）

第１次招集訓練表彰式
（5.8.26）

防衛大臣表彰
（勤続３０年以上）

第１次招集訓練表彰式
（5.8.26）

第２次招集訓練表彰式
（5.9.9）

第３次招集訓練表彰式
（5.9.23）

第４次招集訓練表彰式
（5.11.11）

第４次招集訓練表彰式
（5.11.11）



予備自衛官の応募資格

退職時の階級 年 齢

１佐 ５９歳未満

２佐・３佐 ５８歳未満

１尉～１曹 ５８歳未満

２曹・３曹 ５６歳未満

陸 士 ５５歳未満

音楽科、警務科等の60歳定年者につい
ては61歳まで

即応予備自衛官の応募資格

退職時の階級 年 齢

２尉～１曹 ５３歳未満

２曹・３曹 ５１歳未満

陸 士 ５０歳未満熊本地本 検索

給与等の比較

区 分 即応予備自衛官 予備自衛官

訓練出頭

日 数
30日 / 年 5日 / 年

手 当
16,000円 / 月

（192,000円 / 年）

4,000円 / 月

（48,000円 / 年）

訓練招集

手 当

1０,４00円～ / 日

（312,000円～ / 30日）
※階級により金額が変わります。

8,100円 / 日

（40,500円 / 5日）

手当合計 504,000円～ / 年 88,500円 / 年

【制 度】

自衛隊熊本地方協力本部 096-297-2051（募集課）・０９６－２９７－２０５２（援護課）


